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病院のＢＣＰの特徴

２０１４年 ７月２２日

大成建設株式会社

天野明夫
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定例会 資料 構構構構 成成成成
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1. リスクの認識について
2. ＢＣＰに対する意識
3. 病院の位置付け（ポジショニング）
4. 発災後の時間変化（タイムライン）
5. 災害時特有業務について
6. 東日本大震災時の反省
7. ＢＣＰ策定支援サービスについて

病院を取巻くリスク
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自然災害自然災害自然災害自然災害

事件事件事件事件

事故事故事故事故
・・・・地震地震地震地震（（（（津波津波津波津波））））
・・・・台風台風台風台風
・・・・豪雨豪雨豪雨豪雨、、、、豪雪豪雪豪雪豪雪
・・・・落雷落雷落雷落雷
・・・・パンデミックパンデミックパンデミックパンデミック
・・・・新型新型新型新型インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ

・・・・院内感染院内感染院内感染院内感染
・・・・医療事故医療事故医療事故医療事故
・・・・施設施設施設施設のののの経年劣化経年劣化経年劣化経年劣化
・・・・火災火災火災火災
・・・・停電停電停電停電
・・・・交通事故交通事故交通事故交通事故

・・・・テロテロテロテロ（（（（破壊破壊破壊破壊・・・・暴力暴力暴力暴力・・・・放火等放火等放火等放火等））））
・・・・情報漏洩情報漏洩情報漏洩情報漏洩((((請求情報請求情報請求情報請求情報････個人情報等個人情報等個人情報等個人情報等））））
・・・・ストライキストライキストライキストライキ

犯罪犯罪犯罪犯罪
・・・・物的犯罪物的犯罪物的犯罪物的犯罪（（（（誘拐誘拐誘拐誘拐・・・・窃盗窃盗窃盗窃盗・・・・強盗等強盗等強盗等強盗等））））
・・・・サイバーサイバーサイバーサイバー犯罪犯罪犯罪犯罪
・・・・職員職員職員職員のののの犯罪犯罪犯罪犯罪（（（（不正行為等不正行為等不正行為等不正行為等））））
・・・・関係者関係者関係者関係者のののの犯罪犯罪犯罪犯罪（（（（不正行為等不正行為等不正行為等不正行為等））））

日頃日頃日頃日頃からのからのからのからの気付気付気付気付きによってきによってきによってきによってリスクリスクリスクリスクをををを共有化共有化共有化共有化するするするする。。。。

リスクの認識について
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� 医療スタッフの関心は主に医療面
でのリスクに向いている

� 大規模災害による施設の損傷など
施設に関わるリスクは施設担当者
に任されている

BCPに対する意識
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� 医療行為はビジネスではない

� 人の命は地球よりも重い
� 重要業務の特定が難しい

� 一刻一秒が命に係わる
� 目標復旧時間が馴染めない

重要業務の特定が困難
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1. 個々の病院は平時からの提供医
療の内容に応じて果たすべき役割
や機能が異なる（ポジショニング）

2. 発災後の時間経過とともに病院が
果たすべき役割や機能が刻々と
変化する（タイムライン）
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「ポテンシャル」を活かし
刻々と変わる「ニーズ」に応える

日頃日頃日頃日頃からのからのからのからの
ポテンシャルポテンシャルポテンシャルポテンシャル

地域地域地域地域ののののニーズニーズニーズニーズ

リスクリスクリスクリスク

医療活動方針医療活動方針医療活動方針医療活動方針

災害医療の体制整備

�災害拠点病院の整備 1996～

�災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の整備

2005～

�災害時情報網（ＥＭＩＳ）の整備

1996～

�災害医療コーディネーターを都道府県に設置

1996～
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災害拠点病院の役割

SCU
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災害拠点病院の要件と実態

� 要件
・建物が耐震・耐火構造であること
・資器材等の備蓄があること
・応急収容するために転用できる場所があること
・インフラが自己完結できること
・近接地にヘリポートが確保できること

� 耐震化の実態 （被災時）
災害拠点病院 耐震化不十分

岩手県 １１ ２ （１８％）
宮城県 １４ ４ （２９％）
福島県 ８ ４ （５０％）

３３ １０ (３０％）

災害医療協議会による区分

1. 災害拠点病院
2. 災害拠点連携病院
3. 災害医療支援病院
1. 専門医療を担う病院
2. 慢性疾患を担う病院

4. 診療所等

11 12



参考資料 2014/7/23

大成建設株式会社 3

13

災害拠点災害拠点災害拠点災害拠点連携連携連携連携病院病院病院病院をををを想定想定想定想定してしてしてして

フェーズ ３ フェーズ ４ フェーズ ５
亜急性期 慢性期 中長期

１カ月程度まで ３カ月程度まで ３カ月以降

外来傷病者の二次トリアージ実施

収容できない重症者を災害拠点病院へ搬送

収容できない入院患者をその他病院等へ転送

通信、ライフライン（電気・水・ガス）、医薬品、食料・飲料水等の確保、不足する
場合の応援要請

平常時の医療提供体制、保険診療へ
徐々に移行

中等症者の収容・治療

フェーズ ０ フェーズ １
発災直後 超急性期

発災～６時間まで ７２時間まで

フェーズ ２
急性期

１週間程度まで

災害拠点病院の効果的サポート
⇒移動不能患者の診療・処置

医療救護所との連携
⇒傷病者受入れ、派遣、貸出

被害情報の収集
県などへの報告（ＥＭＩＳ）

職員の参集
体制構築 他県ＤＭＡＴ等による病院支援

入院患者の
安全確保

災害時医療の様相変化
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15

フェーズ ３ フェーズ ４ フェーズ ５
亜急性期 慢性期 中長期

１カ月程度まで ３カ月程度まで ３カ月以降

外来傷病者の二次トリアージ実施

収容できない重症者を災害拠点病院へ搬送

収容できない入院患者をその他病院等へ転送

通信、ライフライン（電気・水・ガス）、医薬品、食料・飲料水等の確保、不足する
場合の応援要請

平常時の医療提供体制、保険診療へ
徐々に移行

中等症者の収容・治療

フェーズ ０ フェーズ １
発災直後 超急性期

発災～６時間まで ７２時間まで

フェーズ ２
急性期

１週間程度まで

災害拠点病院の効果的サポート
⇒移動不能患者の診療・処置

医療救護所との連携
⇒傷病者受入れ、派遣、貸出

被害情報の収集
県などへの報告（ＥＭＩＳ）

職員の参集
体制構築 他県ＤＭＡＴ等による病院支援

情報収集情報収集情報収集情報収集・・・・整理整理整理整理

災害災害災害災害医療体制医療体制医療体制医療体制のののの構築構築構築構築

トリアージトリアージトリアージトリアージ実施実施実施実施

診療診療診療診療

調達調達調達調達

重要業務の例（１）

①被災患者の受入とトリアージ

②治療（受入者と入院患者の継続治療）

③（重篤）患者の搬出/広域搬送

④医療支援（後方病院機能・地域保健活動含）

重要業務の例（２）

16

100％

災
害
発
生

チ容（పୗ）㝈⏺レプルを
ୖᅇるレプルでの継続

ቑຍ㟂要への対応
機能の⥔ᣢ

災害発⏕にకう医療㟂要のቑ大
（災害急性期）

機能レプル

時間㍈

・災害急性期の様相は
地域特性、࿘㎶≧ἣ等
により異なる。

・災害急性期への対応は
病院の平常時の役割や
方針によって変わる。
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超急性期への対応
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人人人人
気௝἟ᕷ❧病院気௝἟ᕷ❧病院気௝἟ᕷ❧病院気௝἟ᕷ❧病院

⥳

㯤

㉥

トリアージの実㝿例

出඾䠖▼巻ᅪ合ྠ救護チームの活動（▼巻㉥十Ꮠ病院） 出඾䠖「東日本大震災に䛚ける気௝἟ᕷ❧病院が果たした
役割と災害拠点病院としてのၥ㢟点」
➨１ᅇ災害医療等のあり方にㄢする᳨ウ会資料
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気௝἟ᕷẸ病院の事例

20

気௝἟ᕷẸ病院の事例

病院のＢＣＰの特徴（まとめ）

21

1. 大規模災害に対するリスク認識の共
有化が不足

2. 災害時の重要業務は個々に異なり、
自院の重要業務が特定し䛵らい

3. 被災時に特有の業務が発⏕し対応に
㏣われる

4. 実効あるＢＣＰ構築がඛỴ

①①①①所在地所在地所在地所在地
②②②②構造種別構造種別構造種別構造種別
③③③③階数階数階数階数
④④④④築年数築年数築年数築年数

「総合地震防災システム」による
入力項目入力項目入力項目入力項目

○○○○震度予測震度予測震度予測震度予測

○○○○液状化危険度液状化危険度液状化危険度液状化危険度

○○○○損失率損失率損失率損失率

○○○○復旧日数復旧日数復旧日数復旧日数

䠫䠱ＴＰ䠱Ｔ䠫䠱ＴＰ䠱Ｔ䠫䠱ＴＰ䠱Ｔ䠫䠱ＴＰ䠱Ｔ

・・・・対㇟対㇟対㇟対㇟とするとするとするとするㅖ施設ㅖ施設ㅖ施設ㅖ施設のののの中中中中からからからから、、、、拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設をををを特定特定特定特定しししし（（（（」ᩘ」ᩘ」ᩘ」ᩘももももྍྍྍྍ）、）、）、）、
᭱ᑠ㝈᭱ᑠ㝈᭱ᑠ㝈᭱ᑠ㝈のののの施設情報施設情報施設情報施設情報によりによりによりにより、、、、地震地震地震地震によるによるによるによる被害被害被害被害ををををண ண ண ண しますしますしますします。。。。

Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌１１１１䠊䠊䠊䠊拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設のののの地震地震地震地震によるによるによるによる被害被害被害被害ををををண ண ண ண しますしますしますします

医療施設のＢＣＰ構築支援活動
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■｢総合地震防災システム」による
特定地点の震度等の予測

被害の予測

23

医療施設名 想定地震
計測震度
予測

損失率
予測

液状化
危険度

使用停止
日数予測

中央病院 東京湾北部地震 5.4 3% 高い 4日

北関東病院 東京湾北部地震 5.5 16% 高い 14日

関西診療所 上町断層帯地震 6.2 32% 高い 21日

広島診療所 岩国断層帯地震 5.4 1% 高い 1日

福岡診療所 警固断層帯地震 6.1 24% 高い 16日

仙台診療所 宮城県沖地震 4.6 0% 低い 0日

札幌診療所 石狩低地東縁断層帯地震 5.4 2% 高い 2日

ﾒﾃﾞｨｶﾙｾﾝﾀｰ 東京湾北部地震 5.3 8% 低い 7日

施設群への事前対策の優先順位を立てやすくする

出力例出力例出力例出力例 㻙㻙㻙㻙 損ኻ⋡等一ぴ⾲損ኻ⋡等一ぴ⾲損ኻ⋡等一ぴ⾲損ኻ⋡等一ぴ⾲

24
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・・・・対㇟施設対㇟施設対㇟施設対㇟施設のののの医療特性医療特性医療特性医療特性ををををຍ࿡ຍ࿡ຍ࿡ຍ࿡してしてしてしてリスクシトリエリスクシトリエリスクシトリエリスクシトリエををををస成స成స成స成しますしますしますします。。。。
・・・・ᚲ要ᚲ要ᚲ要ᚲ要にににに応応応応じてじてじてじて地震以外地震以外地震以外地震以外ののののリスクリスクリスクリスクについてもについてもについてもについても᳨ウ᳨ウ᳨ウ᳨ウしますしますしますします。。。。

ᩘᅇの
業務担当者間
「ミーティング」
による

主主主主なななな確認事㡯確認事㡯確認事㡯確認事㡯 OUTPUT

①①①①地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける施設施設施設施設のののの位置付位置付位置付位置付けけけけ
②②②②施設施設施設施設とととと診療科目診療科目診療科目診療科目のののの現況現況現況現況
③③③③診療実績診療実績診療実績診療実績

（（（（外来及外来及外来及外来及びびびび入院患者数入院患者数入院患者数入院患者数…………））））
④④④④緊急時緊急時緊急時緊急時にににに期待期待期待期待されるされるされるされる役割役割役割役割・・・・機能機能機能機能

○○○○リスクシナリオリスクシナリオリスクシナリオリスクシナリオ
○○○○災害時災害時災害時災害時のののの

医療活動方針医療活動方針医療活動方針医療活動方針

Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌２２２２䠊䠊䠊䠊リスクシトリエリスクシトリエリスクシトリエリスクシトリエををををస成స成స成స成しますしますしますします

25

Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌３３３３䠊䠊䠊䠊重要業務重要業務重要業務重要業務のののの特定特定特定特定ととととキーフゟクターキーフゟクターキーフゟクターキーフゟクターののののᢳ出ᢳ出ᢳ出ᢳ出

・・・・Ᏺ⛎⩏務ዎ⣙Ᏺ⛎⩏務ዎ⣙Ᏺ⛎⩏務ዎ⣙Ᏺ⛎⩏務ዎ⣙をををを⥾結⥾結⥾結⥾結したしたしたした後後後後でででで、、、、業務内容業務内容業務内容業務内容についてについてについてについて、、、、重要業務重要業務重要業務重要業務・・・・
目標ᅇ復時間目標ᅇ復時間目標ᅇ復時間目標ᅇ復時間についてについてについてについて共通認識共通認識共通認識共通認識としますとしますとしますとします。。。。
・・・・重要業務㐙行重要業務㐙行重要業務㐙行重要業務㐙行のためにのためにのためにのためにᚲ要ᚲ要ᚲ要ᚲ要ななななキーフゟクターキーフゟクターキーフゟクターキーフゟクターををををᢳ出ᢳ出ᢳ出ᢳ出しますしますしますします。。。。
・・・・ᅗ面ᅗ面ᅗ面ᅗ面やややや設備台ᖒ設備台ᖒ設備台ᖒ設備台ᖒをもとにをもとにをもとにをもとに災害時災害時災害時災害時にもにもにもにも機能機能機能機能をををを⥔ᣢ⥔ᣢ⥔ᣢ⥔ᣢすべきすべきすべきすべき重要施設重要施設重要施設重要施設
をををを特定特定特定特定しますしますしますします。。。。

䕕は共ྠで実施

主主主主なななな確認事㡯確認事㡯確認事㡯確認事㡯 OUTPUT

ᩘᅇの
業務担当者間
「ミーティング」
による

①①①①組織構成組織構成組織構成組織構成
②②②②関連関連関連関連するするするするﾘｿｰｽﾘｿｰｽﾘｿｰｽﾘｿｰｽのののの把握把握把握把握
((((ﾋﾄﾋﾄﾋﾄﾋﾄ････ﾓﾉﾓﾉﾓﾉﾓﾉ････資金資金資金資金････情報情報情報情報････ｻﾌｻﾌｻﾌｻﾌﾟ゚゚゚ﾗｲﾁｪｰﾝﾗｲﾁｪｰﾝﾗｲﾁｪｰﾝﾗｲﾁｪｰﾝ…………））））

③③③③災害発生時災害発生時災害発生時災害発生時のののの体制体制体制体制
（（（（安否確認安否確認安否確認安否確認････初動体制初動体制初動体制初動体制････緊急連絡網緊急連絡網緊急連絡網緊急連絡網…………))))

□□□□重要業務重要業務重要業務重要業務
□□□□目標復旧時間目標復旧時間目標復旧時間目標復旧時間
□□□□キーファクターキーファクターキーファクターキーファクター一覧一覧一覧一覧
□□□□重要施設一覧重要施設一覧重要施設一覧重要施設一覧
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・・・・ ᅗ面ᅗ面ᅗ面ᅗ面やややや資料資料資料資料によるによるによるによる確認確認確認確認のののの後後後後でででで、、、、拠点施設拠点施設拠点施設拠点施設にににに❧❧❧❧䛱䛱䛱䛱入入入入ってってってって、、、、目ど目ど目ど目どによるによるによるによる
リスクリスクリスクリスクホ౯ホ౯ホ౯ホ౯をををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。

対㇟対㇟対㇟対㇟ 䠖䠖䠖䠖 䕔䕔䕔䕔広域広域広域広域インフラインフラインフラインフラ 䕕䕕䕕䕕構内構内構内構内インフラインフラインフラインフラ 䕕䕕䕕䕕建築建築建築建築 䕕䕕䕕䕕設備設備設備設備
䕕䕕䕕䕕医療施設医療施設医療施設医療施設

Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌４４４４䠊䠊䠊䠊キーフゟクターキーフゟクターキーフゟクターキーフゟクターにににに関関関関するするするする⌧≧⌧≧⌧≧⌧≧（（（（リスクリスクリスクリスク））））ホ౯ホ౯ホ౯ホ౯

「チェックリスト」
による

OUTPUTᚲ要情報ᚲ要情報ᚲ要情報ᚲ要情報

○○○○建築平面図建築平面図建築平面図建築平面図
○○○○施設配置図施設配置図施設配置図施設配置図
○○○○施工図図書施工図図書施工図図書施工図図書

○○○○キーファクターキーファクターキーファクターキーファクターにににに関関関関するするするする
リスクリスクリスクリスク評価評価評価評価
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リスク評価の例（抜粋）
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タイトル

大分㢮
ネザーデ
リスク

中分㢮 自然災害 ᑠ分㢮 地震 ⥲合ホ౯ A

場 所 ᕤ程ྡ 㒊位

発⏕確⋡ A 事業へのᙳ㡪 A 復旧難᫆度 A 人的損害 C

地ୗ１㝵 㠀常用発電機・⇞料ᵴ・෭༷水ᵴ

（発⏕事㇟・重要業務へのᙳ㡪）

・㠀常用発電機のᅛ定≧ἣは、設定した耐震クラスに対してⰋዲ䛰が、⇞料ᵴ䛚よび෭༷水ᵴのᯫ台が所定の
耐震強度を確保していない。また㠀常用発電機が✵෭式のため、᩿水時に෭༷水ᵴへの⿵⤥ができない

・想定した地震時に⇞料ᵴが損傷し、㠀常用発電機が停Ṇするྍ能性が㧗い
・᩿水時には、ఱらかの方ἲ（人力෭༷水ᵴに⿵⤥する発用がある

㠀常用発電設備

リスクシトリエ

リスク評価の例（抜粋）
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タイトル

大分㢮
ネザーデ
リスク

中分㢮 自然災害 ᑠ分㢮 地震 ⥲合ホ౯ A

場 所 ᕤ程ྡ 㒊位

発⏕確⋡ B 事業へのᙳ㡪 A 復旧難᫆度 B 人的損害 A

１㝵外㒊䛚よびロビー 建築✵間

（発⏕事㇟・重要業務へのᙳ㡪）

・トリアージୖ㒊の㌺天パネルのヲ⣽なᅛ定≧ἣの確認がᚲ要（落ୗした場合の人命へのᙳ㡪が大きい）
・想定以ୖの患者が来院した場合、かつ雨天時などに対する対応がᚲ要（テントの備蓄など）
・トリアージ㒊分でᚲ要な備品㢮の備蓄は近い方がよい（෌᳨ウ）

トリアージスヘース

リスクシトリエ

リスク評価の例（抜粋）
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タイトル

大分㢮
ネザーデ

リスク
中分㢮 自然災害 ᑠ分㢮 地震 ⥲合ホ౯ A

場 所 ᕤ程ྡ 㒊位

発⏕確⋡ B 事業へのᙳ㡪 A 復旧難᫆度 A 人的損害 A

１㝵 㻯㼀スキャン・一⯡᧜ᙳ

（発⏕事㇟・重要業務へのᙳ㡪）

・㻯㼀スキャンがᅛ定されていないので600㼓㼍㼘程度のᦂれに対して䕿䕿㼏㼙程度移動するྍ能性がある
・⌧≧の天ྞりの機器のᅛ定では、震度6強のᦂれに対して落ୗするྍ能性がある
・᧯సコンセールの➃ᮎの耐震ᅛ定がされていないので、地震で損傷するྍ能性がある
・震度6強により㻯㼀スキャンが機能しないྍ能性が㧗い

᳨ᰝ機器

リスクシトリエ
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・・・・目ど目ど目ど目どによるによるによるによる㍍ῶ対策㍍ῶ対策㍍ῶ対策㍍ῶ対策のののの㡯目出㡯目出㡯目出㡯目出しをしをしをしを行行行行いますいますいますいます。。。。
・・・・合合合合わ䛫てわ䛫てわ䛫てわ䛫てල体的ල体的ල体的ල体的なななな㍍ῶ対策㍍ῶ対策㍍ῶ対策㍍ῶ対策のののの設ィ設ィ設ィ設ィ・・・・❧᱌❧᱌❧᱌❧᱌をををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。
・・・・個個個個々々々々のののの対策対策対策対策についてについてについてについて㈝用㈝用㈝用㈝用とととと効果効果効果効果ののののண ண ண ண についてについてについてについて整理整理整理整理しますしますしますします。。。。
・・・・」ᩘ」ᩘ」ᩘ」ᩘののののリスクリスクリスクリスク㍍ῶ策㍍ῶ策㍍ῶ策㍍ῶ策のののの中中中中からからからから、、、、実施実施実施実施ののののྍ能性ྍ能性ྍ能性ྍ能性やややや㈝用対効果㈝用対効果㈝用対効果㈝用対効果をををを
຺᱌຺᱌຺᱌຺᱌しししし、、、、ල体的ල体的ල体的ල体的なななな実施ィ⏬実施ィ⏬実施ィ⏬実施ィ⏬をををを策定支援策定支援策定支援策定支援しますしますしますします。。。。

Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌Ｓ䡐䡁䡌５５５５䠊䠊䠊䠊㍍ῶ対策㍍ῶ対策㍍ῶ対策㍍ῶ対策のののの❧᱌❧᱌❧᱌❧᱌とととと実施ィ⏬実施ィ⏬実施ィ⏬実施ィ⏬のののの᳨ウ᳨ウ᳨ウ᳨ウ

OUTPUTINPUT

○○○○地震被害地震被害地震被害地震被害にににに対対対対するするするする軽減策軽減策軽減策軽減策
((((対策対策対策対策箇所箇所箇所箇所のののの指摘指摘指摘指摘→→→→具体的方策具体的方策具体的方策具体的方策))))

○○○○費用対効果分析費用対効果分析費用対効果分析費用対効果分析
○○○○実施実施実施実施計画計画計画計画

31

極大地震
（震度６強以上）
まれに発生

大地震
（震度５強～６弱）

たまに発生

中地震
（震度４～５弱）

時々発生

医療活動が可能
（軽微な補修、ライフライン
復旧後再開）

耐震クラスＳ 耐震クラスＡ 耐震クラスＢ

医療活動に支障あり
（補修後再開） 耐震クラスＡ 耐震クラスＢ

医療活動が不能

（大規模な補修後再開） 耐震クラスＢ

●スタッフ・患者様の安全 ●地震被災の程度

●棟別の重要性 ●代替手段の有無

目標レベルによって、対策方法とコストが変わる

耐震クラスの設定

高層棟 低層棟

地上からの
高さ（ｍ）

水平加速度
（gal）

地上からの
高さ（ｍ）

水平加速度
（gal）

全高さ（H) 36.00 － 15.00 －

８階（Xi) 30.00 1,767 － －

3階（Xi) 13.50 1,147 13.50 1,947

2階（Xi) 9.00 950 9.00 1,440

1階（Xi) 0.30 612 0.30 628

地上（K0) 0.00 600 0.00 600

※出඾䠖「㠀構造㒊材の耐震設ィ施ᕤᣦ針・ྠゎㄝ䛚よび耐震設ィ施ᕤ要㡿」

・H䠖主要構造の地⾲面からの全㧗さ（䡉）
・Xi䠖主要構造体の地⾲面からのi㝵の㧗さ（䡉）
・K0䠖地⾲面ຍ㏿度（gal）

水平ຍ㏿度（gal）のᢕᥱ（１）

医療機器の被害䠖᣺動による主要㒊品の破損、落ୗ䛚よび転ಽによる破損
䕿MRI（13TON）はᩘ秒間で30cm移動
䕿⃭しい᣺動により破損した機器 76台
䕿ペルトの破損などにより破損した機器 23台
䕿落ୗにより破損した機器 28台

㜰⚄大震災時の⚄㗰病院でのグ㘓

水平ຍ㏿度（gal）のᢕᥱ（２）

吊ボルト

空調機

天஭内㒊の耐震性

天஭の地震対策は、設備機器・㓄⟶などとスットで
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